
 

資料 3 

歩行者 ITS のサービスに対する高い期待 

歩行者 ITSの提供する 3つの基本サービスである注意喚起、周辺情報提供、経路案内のいずれ
に対しても、視覚障害者、車いす使用者ともに 9割、高齢者の 7割が利用したい、あるいは、状
況によっては利用したいと回答注１ 

図表 1 注意喚起サービスの利用に対する期待 
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図表 2 周辺情報提供サービスの利用に対する期待 
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図表 3 経路案内サービスの利用に対する期待 
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1 国土技術政策総合研究所による「歩行者 ITSに必要なサービスに関するアンケート」（2001年 4～6月 
実施、有効回答数：視覚障害者 77名、車いす使用者 88名、高齢者 134名。視覚障害者は日本点字図書館、 
筑波技術短期大学、東京都盲人福祉協会他、視覚障害者メーリングリストにおける賛同者の協力、 
車いす使用者は頚損連絡会、リハビリテーションセンター、TASC、車いす使用者メーリングリストの協力を 
得て実施。高齢者は東京都在住で 70歳以上の男女を住民基本台帳により無作為に抽出・選定した。） 
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